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は
じ
め
に

　
中
国
は
、
一
九
七
〇
年
代
末
か
ら
改
革
・
開
放
政
策
を
実
施
し
、

経
済
発
展
戦
略
の
大
き
な
転
換
を
は
か
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
以

降
、
沿
海
地
域
を
中
心
と
し
た
対
外
開
放
の
加
速
に
と
も
な
い
持
続

的
な
経
済
成
長
へ
と
進
ん
で
い
く
。
沿
海
地
域
を
中
心
に
労
働
集
約

型
の
外
資
系
企
業
の
進
出
は
活
発
化
し
、
大
規
模
な
雇
用
機
会
が
生

み
出
さ
れ
た
。
日
系
企
業
を
含
む
外
資
系
企
業
の
主
な
担
い
手
に

な
っ
た
の
は
、
農
村
出
身
の
出
稼
ぎ
労
働
者
、
い
わ
ゆ
る
「
農
民

工
」
で
あ
る
。
改
革
・
開
放
の
大
き
な
流
れ
の
な
か
、
農
業
経
営
の

制
度
改
革
に
よ
っ
て
農
村
の
余
剰
労
働
力
は
顕
在
化
し
、
市
場
化
の

進
展
に
と
も
な
い
就
業
範
囲
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。
所
得
格
差
を
主

な
背
景
に
、
内
陸
の
経
済
未
発
展
地
域
か
ら
沿
海
の
経
済
発
展
地
域

へ
大
規
模
な
労
働
力
流
動
が
発
生
し
、
流
出
・
流
入
地
域
に
大
き
な

影
響
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
国
の
農
村
出
身
出
稼
ぎ
労

働
者
の
一
部
が
、
国
境
を
越
え
、
技
能
実
習
生
と
し
て
来
日
し
、
近

年
、
日
本
の
様
々
な
産
業
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
に
お
け
る
外
国
人
技
能
実
習
制
度
は
、
一
九
九
三
年
か
ら
開

始
し
、
お
よ
そ
三
〇
年
続
い
て
い
る
。
制
度
の
開
始
か
ら
、
そ
の
主

要
な
送
り
出
し
国
と
な
っ
て
き
た
の
が
中
国
で
あ
〉
1
〈

る
。
し
か
し
、
後

述
す
る
よ
う
に
、
近
年
は
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
派
遣
が
急
増
し
、
技

能
実
習
の
派
遣
国
と
し
て
の
順
位
は
逆
転
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状

況
が
な
ぜ
発
生
し
た
か
を
探
る
上
で
、
筆
者
は
、
二
〇
〇
四
年
頃
か

ら
表
面
化
し
た
「
民
工
荒
」（
出
稼
ぎ
労
働
者
不
足
）
現
象
の
発
生

要
因
が
、
重
要
な
視
点
と
考
え
て
い
る
。「
民
工
荒
」
は
、
広
東
省

海
を
渡
っ
た
農
民
工 
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を
中
心
に
発
生
し
、
と
り
わ
け
、
低
賃
金
で
労
働
条
件
が
劣
悪
な
企

業
で
は
深
刻
な
労
働
者
不
足
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
ま
で
農
村
か
ら
無

制
限
に
供
給
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
余
剰
労
働
力
が
枯
渇
し
た

と
議
論
を
呼
ん
だ
。
一
般
に
、「
民
工
荒
」
の
要
因
と
し
て
、
劣
悪

な
就
業
条
件
と
低
賃
金
の
他
に
、
内
陸
地
域
に
お
け
る
就
業
機
会
の

創
出
と
拡
大
、
そ
れ
に
関
連
す
る
沿
海
と
内
陸
地
域
の
賃
金
格
差
の

縮
小
、
若
年
労
働
人
口
の
減
少
、
労
働
者
の
意
識
の
変
化
等
、
様
々

な
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
要
因
が
複
合
的
に
重
な
り
、

発
生
し
た
と
い
え
る
が
、
な
か
で
も
農
民
工
は
世
代
交
代
し
て
お

り
、
年
齢
階
層
に
よ
っ
て
就
業
や
生
活
に
対
す
る
意
識
は
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
点
は
重
要
と
い
え
る
。
新
世
代
農
民
工
と
呼
ば
れ
る
世

代
は
、
前
の
世
代
と
比
較
し
て
就
業
や
生
活
環
境
へ
の
要
求
が
高
い

と
い
わ
れ
て
い
る
。
労
働
者
不
足
が
深
刻
な
企
業
は
、
労
働
者
の
意

識
の
変
化
に
対
応
し
て
こ
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。「
民
工

荒
」
の
深
刻
化
は
、
労
働
者
保
護
政
策
や
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

等
、
農
民
工
の
労
働
条
件
は
見
直
し
へ
向
か
い
、
制
度
面
が
追
従
す

る
形
で
整
備
さ
れ
て
い
っ
〉
2
〈
た
。

　
こ
う
し
た
「
民
工
荒
」
現
象
を
は
じ
め
中
国
の
農
民
工
を
め
ぐ
る

動
き
は
、
日
本
の
技
能
実
習
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
中
国
人
技
能
実

習
生
と
重
な
る
部
分
が
多
い
。
彼
ら
の
多
く
は
海
を
渡
っ
た
農
民
工

で
あ
り
、
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
多
く
の
企
業
は
労
働
集

約
型
産
業
で
あ
る
。
珠
江
デ
ル
タ
地
域
に
人
が
集
ま
ら
な
く
な
っ
た

の
は
、
内
陸
で
の
就
業
機
会
の
増
加
や
長
江
デ
ル
タ
を
は
じ
め
と
す

る
沿
海
地
域
の
雇
用
機
会
の
拡
大
も
要
因
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い

る
。
技
能
実
習
生
に
お
い
て
も
彼
ら
の
地
元
で
の
就
業
、
沿
海
地

域
、
さ
ら
に
は
他
国
で
の
就
業
に
つ
い
て
、
様
々
な
条
件
を
比
較

し
、
日
本
を
選
択
し
て
来
日
し
て
い
る
。
日
本
の
技
能
実
習
生
受
け

入
れ
企
業
は
、
中
国
や
そ
の
他
の
国
の
企
業
間
で
、
農
民
工
の
雇
用

に
お
い
て
競
合
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
改
革
開
放
か
ら
四
〇

年
が
経
ち
、
中
国
社
会
は
大
き
く
変
化
し
、
農
村
出
身
の
出
稼
ぎ
労

働
者
も
変
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
就
業
機
会
の
選
択
肢
も
急
速
に
変

化
し
て
い
る
。
中
国
か
ら
の
技
能
実
習
生
の
減
少
は
、
供
給
側
＝
農

民
工
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
。

　
近
年
、
日
本
は
、
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
制
度
の
構
築
を
進
め

て
い
る
。
技
能
実
習
制
度
は
、
国
境
を
越
え
た
労
働
力
移
動
で
あ

り
、
技
能
実
習
生
の
送
り
出
し
国
側
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
重

要
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
中
国
出
身
技
能
実
習
生
と
派
遣
企

業
に
注
目
し
、
技
能
実
習
生
の
派
遣
シ
ス
テ
ム
及
び
就
業
実
態
の
考

察
を
行
う
。
具
体
的
に
は
、
実
習
生
派
遣
企
業
の
事
例
か
ら
、
日
中

間
の
派
遣
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
派
遣
企
業
の
役
割
に
つ
い
て
明
ら
か

に
す
る
。
さ
ら
に
、
今
後
の
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
課

題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
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一
　
日
本
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
に
関
す
る 

先
行
研
究

　
技
能
実
習
生
を
含
む
外
国
人
労
働
者
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
研

究
論
文
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
論
考
、
外
国
人
受
け
入
れ
に
関

す
る
一
般
書
、
制
度
に
関
す
る
概
説
書
等
、
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
の
外
国
人
労
働
者
に
関
す
る
研
究
は
、
日
本
に
お
け
る
受
け

入
れ
先
で
の
就
業
実
態
や
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
地
域
産

業
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
る
も
の
が
多
〉
3
〈
い
。
例
え
ば
、駒
井
﹇2018

﹈

は
、
産
業
構
造
の
変
動
と
外
国
人
労
働
の
変
化
と
課
題
に
つ
い
て
、

多
様
な
産
業
に
お
け
る
実
証
分
析
を
も
と
に
考
察
し
て
い
る
。
西
日

本
新
聞
社
﹇2017

﹈
は
、
日
系
人
や
留
学
生
、
技
能
実
習
生
の
就
労

実
態
に
つ
い
て
、
九
州
を
中
心
に
様
々
な
現
場
か
ら
実
態
調
査
を
行

い
、
外
国
人
労
働
者
な
し
で
は
日
本
社
会
が
成
り
立
た
な
い
実
態
を

報
告
し
て
い
る
。

　

中
国
に
お
け
る
海
外
へ
の
労
働
力
派
遣
に
関
す
る
先
行
研
究
で

は
、
盧
朋
﹇2018

﹈
は
、
こ
れ
ま
で
の
中
国
に
お
け
る
労
務
合
作
派

遣
の
規
模
の
推
移
と
分
布
、
業
種
別
の
特
徴
、
主
な
送
り
出
し
地
域

に
関
す
る
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
の
現
状
を
踏
ま
え
、

対
外
労
務
輸
出
は
重
要
な
領
域
で
あ
る
が
、
統
計
デ
ー
タ
の
不
足
に

加
え
、
国
内
の
労
働
力
問
題
が
重
要
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
お
り
、
関
連
研
究
は
い
ま
だ
少
な
い
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
田
嶋

﹇2010

﹈
は
中
国
に
お
け
る
海
外
へ
の
労
働
力
送
り
出
し
政
策
と
送

り
出
し
機
関
発
足
の
経
緯
、
送
り
出
し
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
実
態

調
査
か
ら
考
察
を
し
て
い
る
。
上
林
﹇2015

﹈
は
、
中
国
の
労
務
輸

出
政
策
と
日
本
の
技
能
実
習
制
度
の
関
連
か
ら
、
労
務
輸
出
の
歴

史
、
政
策
的
経
緯
、
中
国
の
労
務
輸
出
政
策
が
日
本
の
技
能
実
習
制

度
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
来
日
し
て
い
る

技
能
実
習
生
は
、
農
民
工
と
い
わ
れ
る
階
層
の
出
身
者
が
、
農
業
だ

け
で
は
生
計
が
立
た
な
い
た
め
に
、
沿
海
地
域
に
出
稼
ぎ
に
行
く
の

と
同
様
の
意
味
合
い
で
、
日
本
へ
出
稼
ぎ
と
し
て
来
日
し
て
い
る
こ

と
が
推
測
で
き
る
点
を
指
摘
し
て
い
〉
4
〈
る
。
そ
の
他
、
送
り
出
し
側
の

分
析
は
、
常
﹇2005

﹈、
西
野
﹇2013

﹈、
大
島
・
金
子
・
西
野

﹇2016

﹈
が
あ
げ
ら
れ
、
中
国
に
お
け
る
海
外
へ
の
派
遣
業
務
の
展

開
、
派
遣
企
業
の
利
益
構
造
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
〉
5
〈
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
技
能
実
習
生
派
遣
に
関
す
る
先
行
研
究
は
蓄
積
さ

れ
て
い
る
が
、
主
な
テ
ー
マ
は
、
日
本
で
受
け
入
れ
た
外
国
人
労
働

者
に
関
す
る
就
労
実
態
や
そ
の
問
題
に
関
す
る
研
究
が
中
心
で
あ

る
。
送
り
出
し
国
中
国
に
つ
い
て
は
、
政
府
の
労
務
輸
出
政
策
、
送

り
出
し
機
関
の
事
例
研
究
が
主
で
あ
り
、
中
国
出
身
技
能
実
習
生
の

派
遣
先
の
特
徴
や
派
遣
企
業
の
業
務
内
容
、
さ
ら
に
、
農
民
工
と
の

関
連
で
、
技
能
実
習
生
に
つ
い
て
考
察
し
た
研
究
は
い
ま
だ
限
定
的

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
日
本
に
お
け
る
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
状
況
に
つ
い

て
、
関
連
資
料
か
ら
考
察
す
る
。
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二
　
日
本
に
お
け
る
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
状
況

と
業
種
別
特
徴

㈠
　
日
本
の
在
留
外
国
人

　
近
年
、
日
本
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
政
策
は
、
大

き
な
変
化
を
遂
げ
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
四
月
一
日
よ
り
、
改
正
出

入
国
管
理
法
が
施
行
さ
れ
、
新
た
な
在
留
資
格
「
特
定
技
能
」
が
創

設
さ
れ
〉
6
〈

た
。
こ
れ
ま
で
、
日
本
政
府
は
、
原
則
と
し
て
単
純
労
働
の

受
け
入
れ
は
認
め
な
い
と
し
て
き
た
が
、
実
態
と
し
て
は
、
技
能
実

習
生
や
留
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
、
単
純
労
働
分
野
に
お
け
る
人
手

不
足
を
補
完
し
て
き
た
。「
特
定
技
能
１
号
」
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
一
四
業
種
は
、
農
業
、
建
設
、
介
護
等
い
ず
れ
も
国
内
で
人
手
不

足
が
深
刻
な
分
野
で
あ
り
、
実
質
的
な
単
純
労
働
の
受
け
入
れ
拡
大

と
い
え
〉
7
〈

る
。

　
次
に
、
在
留
外
国
人
数
に
つ
い
て
見
る
と
、
二
〇
一
九
年
六
月
末

現
在
、
二
八
二
万
九
四
一
六
人
、
前
年
比
九
万
八
三
二
三
人
（
三
・

六
％
）
の
増
加
と
な
り
、
過
去
最
多
を
記
録
し
〉
8
〈

た
。
二
〇
〇
九
年
に

は
二
一
二
万
五
五
七
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
お
よ
そ
一
〇
年
で

七
〇
万
人
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
在
留
外
国
人
数
の
増
加
に
と
も
な
い
外
国
人
労
働
者
数
も

増
加
し
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
一
〇
月
末
現
在
、
外
国
人
労
働
者
数

は
一
六
五
万
八
八
〇
四
人
（
前
年
比
一
三
・六
％
増
）、
前
年
と
比
較

し
て
、
約
二
〇
万
人
の
増
加
で
、
過
去
最
高
を
更
新
し
て
い
〉
9
〈
る
。
外

国
人
労
働
者
の
在
留
資
格
の
内
訳
は
、「
身
分
に
基
づ
く
在
留
資

格
」
五
三
・
二
万
人
（
三
二
・
一
％
）、「
技
能
実
習
」
三
八
・
四
万
人

（
二
三
・
一
％
）、「
資
格
外
活
動
」
三
七
・
三
万
人
（
二
二
・
五
％
）、

「
専
門
的
・
技
術
的
分
野
」
三
二
・
九
万
人
（
一
九
・
八
％
）
と
な
っ

て
い
る
（
表
1
参
〉
10
〈照

）。「
技
能
実
習
」
は
前
年
同
期
比
で
七
・五
万
人

増
加
し
、「
専
門
的
・
技
術
的
分
野
」
も
五
・二
万
人
増
加
し
て
い
る
。

　
出
身
地
域
を
見
る
と
、
中
国
が
も
っ
と
も
多
く
四
一
万
八
三
二
七

人
（
全
体
の
二
五
・二
％
）、
次
に
、
ベ
ト
ナ
ム
四
〇
万
一
三
二
六
人

（
同
二
四
・
二
％
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
一
七
万
九
六
八
五
人
（
同
一
〇
・

八
％
）
と
、
上
位
三
カ
国
で
全
体
の
六
割
を
占
め
て
い
る
。
増
加
率

が
高
い
地
域
は
、
ベ
ト
ナ
ム
（
前
年
比
二
六
・七
％
増
）、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
（
同
二
三
・
四
％
増
）、
ネ
パ
ー
ル
（
一
二
・
五
％
増
）
で
あ

る
。
な
か
で
も
、
ベ
ト
ナ
ム
は
前
年
よ
り
八
・
四
万
人
あ
ま
り
増

え
、
急
増
し
て
い
る
。

　
中
国
は
、
約
四
二
万
人
を
送
り
出
し
て
い
る
最
多
供
給
国
で
あ
る

が
、
外
国
人
労
働
者
全
体
に
占
め
る
割
合
（
二
五
・
二
％
）
は
、
二

〇
一
二
年
で
は
四
三
・
四
％
（
三
二
万
二
五
四
五
人
）
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
近
年
、
縮
小
し
て
い
る
。
一
方
、
ベ
ト
ナ
ム
は
、
二
〇
一

二
年
の
二
万
六
八
二
八
人
（
三
・
九
％
）
か
ら
、
二
〇
一
九
年
に
は

約
一
五
倍
の
四
〇
万
人
と
な
り
、
中
国
に
匹
敵
す
る
規
模
へ
と
拡
大

し
て
い
る
。

　

国
別
の
特
徴
を
見
る
と
、
中
国
は
、「
専
門
的
・
技
術
的
分
野
」
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「
身
分
に
基
づ
く
在
留
資
格
」
の
比
率
が
高
く
、
ま
た

「
技
能
実
習
」「
資
格
外
活
動
」
も
ほ
ぼ
同
程
度
の
規
模

が
存
在
し
、
比
較
的
分
散
し
て
い
る
。
他
方
、
ベ
ト
ナ

ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
派
遣
し
て
い
る
労
働
者
の
う
ち

「
技
能
実
習
」
の
占
め
る
割
合
が
高
く
、
ネ
パ
ー
ル
は

約
八
割
が
「
資
格
外
活
動
」
が
占
め
て
い
る
。
ま
た
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
「
身
分
に
基
づ
く
在
留
」
が
全
体
の
約

七
割
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ペ
ル
ー
で
は
同
資
格
が
大
多
数
を

占
め
、
各
国
の
特
徴
が
う
か
が
え
る
。

㈡
　
技
能
実
習
分
野
で
の
受
け
入
れ
状
況

　
次
に
、
本
稿
で
取
り
扱
う
在
留
資
格
「
技
能
実
習
」

の
出
身
地
域
の
推
移
に
つ
い
て
見
る
。
法
務
省
の
「
在

留
統
計
」
に
よ
る
と
、
中
国
は
、
技
能
実
習
制
度
開
始

以
降
、
主
要
な
給
源
国
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
二
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
る
（
図
１
参
照
）。
代
わ
っ

て
、
二
〇
一
六
年
以
降
は
ベ
ト
ナ
ム
が
中
国
を
超
え
、

首
位
に
な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
で
は
、
技
能
実
習

全
体
の
約
八
割
は
中
国
出
身
者
で
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
は

約
一
割
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
二
〇
一
九
年

六
月
時
点
で
は
、
中
国
は
約
八
万
人
（
二
二
・一
％
）、

ベ
ト
ナ
ム
は
約
一
九
万
人
（
五
一
・
四
％
）
と
ベ
ト
ナ

ム
の
存
在
感
が
増
大
し
て
い
る
。
軍
司
﹇2017

﹈
は
、

表１　国別における外国人労働者の在留資格（2019年10月末）
　 　 　 　 　

　 合　計 専門的・
技術的分野 特定活動 技能実習 資格外 

活動
身分に基づ
く在留資格　不明

全国籍計（人） 1,658,804 329,034 41,075 383,978 372,894 531,781 42 

中国 418,327 114,856 4,938 86,982 99,510 112,040 1 
ベトナム 401,326 49,159 6,196 193,912 137,410 14,646 3 
フィリピン 179,685 11,579 5,121 34,965 2,819 125,197 4 
ブラジル 135,455 1,071 49 129 263 133,943 0 
ネパール 91,770 12,720 3,438 501 70,942 4,169 0 
韓国 69,191 31,208 3,880 62 9,021 25,019 1 
インドネシア 51,337 4,759 2,976 32,480 5,291 5,830 1 
ペルー 29,554 115 22 73 70 29,274 0 

構成比（％） 100.0 19.8 2.5 23.1 22.5 32.1 0.0 

中国 100.0 27.5 1.2 20.8 23.8 26.8 0.0 
ベトナム 100.0 12.2 1.5 48.3 34.2 3.6 0.0 
フィリピン 100.0 6.4 2.8 19.5 1.6 69.7 0.0 
ブラジル 100.0 0.8 0.0 0.1 0.2 98.9 0.0 
ネパール 100.0 13.9 3.7 0.5 77.3 4.5 0.0 
韓国 100.0 45.1 5.6 0.1 13.0 36.2 0.0 
インドネシア 100.0 9.3 5.8 63.3 10.3 11.4 0.0 
ペルー 100.0 0.4 0.1 0.2 0.2 99.1 0.0

出所：厚生労働省『外国人雇用状況の届出状況』より作成。
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ベ
ト
ナ
ム
人
実
習
生
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
実
態
調
査
か
ら
、
ベ
ト

ナ
ム
か
ら
の
送
り
出
し
が
増
加
し
て
い
る
背
景
に
つ
い
て
、「
訪
日

実
習
が
安
全
か
つ
高
給
で
あ
り
、
競
合
各
国
に
比
べ
出
稼
ぎ
先
と
し

て
優
位
性
が
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
」、「
ベ
ト
ナ
ム
国
内
の

労
働
需
要
不
足
と
、
訪
日
実
習
経
験
に
よ
る
日
系
企
業
・
国
内
優
良

企
業
へ
の
就
業
機
会
の
獲
得
」
と
指
摘
し
て
い
〉
11
〈

る
。
ベ
ト
ナ
ム
急
増

の
一
方
、
中
国
か
ら
の
技
能
実
習
数
は
緩
や
か
に
減
少
し
て
い
る

が
、
直
近
の
統
計
で
は
増
加
に
転
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
中
国
は
今
な
お
重
要
な
技
能
実
習
生
の
送
り
出
し
国
の
一
つ
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

㈢
　
技
能
実
習
に
お
け
る
業
種
別
特
徴

⑴　
国
別
で
み
る
参
入
分
野
の
特
徴

　

こ
こ
で
は
、『
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
白
書
』
か
ら
技
能
実
習
２
号
へ
の
移

行
者
の
状
況
、
な
か
で
も
出
身
国
別
に
お
け
る
参
入
業
種
の
特
徴
に

つ
い
て
考
察
す
〉
12
〈
る
（
表
２
参
照
）。

　
ま
ず
、
移
行
者
数
が
も
っ
と
も
多
い
ベ
ト
ナ
ム
は
、
建
設
業
の
な

か
で
約
六
割
を
占
め
、
食
料
品
製
造
や
機
械
・
金
属
の
四
割
程
度
を

占
め
て
い
る
。
中
国
は
、
繊
維
・
衣
服
の
技
能
実
習
生
の
約
半
数
を

占
め
て
お
り
、
こ
の
分
野
で
の
存
在
感
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
〉
13
〈

る
。

繊
維
・
衣
服
分
野
は
、
中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
で
八
五
％
を
占
め
、
こ
の

二
国
で
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
中
国
は
、
繊
維
・
衣
服
の
他
は
、

農
業
や
食
料
品
製
造
に
比
較
的
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
は
、
漁
業
分
野
の
約
六
割
を
占
め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
受
け
入
れ
業
種
は
、
派
遣
国
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が

見
ら
れ
る
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
と
中
国
の
出
身
者
は
全
体
の
七
割
を

占
め
る
規
模
の
た
め
、
各
業
種
で
両
国
の
存
在
感
は
大
き
い
が
、
な

か
で
も
ベ
ト
ナ
ム
は
建
設
業
、
中
国
は
繊
維
・
衣
服
に
お
い
て
多
く

占
め
て
い
る
。
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図１　在留資格「技能実習」の出身国の推移

出所：法務省「在留外国人統計」各年版より作成。
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次
に
、
業
種
に
よ
っ
て
求
め
ら

れ
る
熟
練
度
に
差
が
あ
る
の
か
ど

う
か
に
つ
い
て
労
働
政
策
研
究
・

研
修
機
構
の
調
査
を
も
と
に
検
討

を
行
う
。

⑵　
業
種
別
で
求
め
ら
れ
る 

熟
練
度

　
こ
こ
で
は
、
労
働
政
策
研
究
・

研
修
機
構
が
、
技
能
実
習
生
の
受

け
入
れ
企
業
を
対
象
に
実
施
し
た

大
規
模
な
調
査
結
果
（
労
働
政
策

研
究
・
研
修
機
構
﹇2016

﹈『
企

業
に
お
け
る
外
国
人
技
能
実
習
生

の
受
入
れ
に
関
す
る
調
査
』）
か

ら
、
受
け
入
れ
企
業
側
が
求
め
て

い
る
技
能
実
習
生
の
イ
メ
ー
ジ
、

と
く
に
業
種
に
よ
る
特
徴
に
つ
い

て
本
稿
に
関
係
す
る
調
査
結
果
の

箇
所
を
引
用
し
、
考
察
す
〉
14
〈

る
。

　
ま
ず
、
報
告
書
で
は
調
査
対
象

企
業
の
特
徴
に
つ
い
て
、
技
能
実

習
生
の
受
け
入
れ
理
由
か
ら
、
三

つ
の
類
型
、
①「
人
手
不
足
対
策

表２　技能実習２号移行者における国籍別・分野別特徴（2016年度）

合　計 農 業 漁 業 建 設 食料品
製造

繊維・
衣服

機械・
金属 その他

合　計（人） 83,476 9,979 1,004 14,211 14,853 10,039 15,256 18,134

ベトナム 35,504 3,312 206 8,326 6,791 3,437 6,442 6,990
中国 25,756 3,408 198 2,321 5,149 4,935 4,444 5,301
フィリピン 8,198 1,074 11 1,608 885 269 1,447 2,904
インドネシア 6,700 819 589 924 558 160 1,764 1,886
タイ 2,505 370 0 188 500 77 782 588
カンボジア 2,260 655 0 348 326 701 50 180
ミャンマー 1,854 95 0 301 599 409 211 239
モンゴル 290 36 0 130 16 17 69 22
ラオス 146 137 0 3 5 0 0 1
スリランカ 104 42 0 15 21 3 10 13
その他 159 31 0 47 3 31 37 10

構成比（％） 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

ベトナム 42.5 33.2 20.5 58.6 45.7 34.2 42.2 38.5
中国 30.9 34.2 19.7 16.3 34.7 49.2 29.1 29.2
フィリピン 9.8 10.8 1.1 11.3 6.0 2.7 9.5 16.0
インドネシア 8.0 8.2 58.7 6.5 3.8 1.6 11.6 10.4
タイ 3.0 3.7 0.0 1.3 3.4 0.8 5.1 3.2
カンボジア 2.7 6.6 0.0 2.4 2.2 7.0 0.3 1.0
ミャンマー 2.2 1.0 0.0 2.1 4.0 4.1 1.4 1.3
モンゴル 0.3 0.4 0.0 0.9 0.1 0.2 0.5 0.1
ラオス 0.2 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
スリランカ 0.1 0.4 0.0 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1
その他 0.2 0.3 0.0 0.3 0.0 0.3 0.2 0.1

出所：『JITCO白書』2017年度版より作成。
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型
」、②「
国
際
貢
献
型
」、

③「
低
コ
ス
ト
、人
材
の
安

定
的
確
保
型
」
に
分
類
し

て
い
〉
15
〈

る
（
表
３
参
照
）。

①「
人
材
不
足
対
策
型
」

は
、漁
業
、繊
維
・
衣
服
、

②「
国
際
貢
献
型
」は
機

械
・
金
属
、そ
の
他
業
種
、

③「
低
コ
ス
ト
、
人
材
の

安
定
的
確
保
型
」
は
、
農

業
が
多
い
と
い
う
結
果
を

示
し
て
い
る
。「
実
習
生

の
要
件
」
を
見
る
と
、
類

型
①
は
「
実
務
経
験
や
技

能
レ
ベ
ル
を
重
視
し
、
経

験
年
数
三
年
以
上
」
と
し

て
い
る
が
、
類
型
③
は

「
未
経
験
可
」
と
い
う
回

答
が
多
い
。
こ
う
し
た
結

果
か
ら
、
受
け
入
れ
業
種

に
よ
っ
て
技
能
実
習
生
に

求
め
る
熟
練
度
は
異
な
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

表３　実習生の受け入れ理由による回答事業所・企業の３類型と特徴

類型１
（人手不足対策型）

類型２
（国際貢献型）

類型３
（低コスト、人材の 
安定的確保型）

構成比 28.5% 39.0% 32.5%

実習生の
受け入れ理由

「日本人従業員を確保
できない」「採用しても
定着しない」への対応
が他の類型より多い。

「途上国への技術移転」
「国際貢献」「海外進
出、現地生産」が他の
類型より多い。

「低コスト」「一定人数
を一定期間確保できる
ため」が他の類型より
多い。

受け入れ形態 企業単独と団体監理の違いは少ない。

業種 漁業、繊維、衣服が多
い。

機械・金属、その他業
種が多い。

農業が多い。

常用労働者規模 類型間で規模の違いは少ない。

実習生の要件
実務経験、技能レベル
を重視、経験年数３年
以上が多い。

　 未経験可が多い。

配置

ローテーション、技能レ
ベルを考慮し、難易度
順に、日本人社員と同
じ工程・作業、先任実習
生のいる工程に配置。

技能レベルを考慮し難
易度順に、日本人社員
と同じ工程・作業に配
置。

簡単な工程、定型的な
工程・作業、先任実習
生のいる工程に配置。

日本人従業員の
募集・確保

「募集した」が５割、う
ち「予定数を採用」が２
割弱、「応募なし」が３
割以上。

「募集した」が４割、うち「予定数を採用」が
３割、「応募なし」は２割以下。

今後の受け入れ
「増員して受け入れ」が
３割弱、「現状維持」が
５割。

「増員して受け入れ」が２割以下、「現状維持」
が６割。

出所：労働政策研究・研修機構［2016: 131］より引用。
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次
に
、
事
業
所
・
企
業
が
技
能
実
習
生
を
選
抜
す
る
際
に
、
重
視

し
て
い
る
要
件
に
つ
い
て
の
設
問
を
み
〉
16
〈

る
。
調
査
結
果
で
は
、
経
験

年
数
や
技
能
レ
ベ
ル
よ
り
も
「
意
欲
、
や
る
気
」
や
「
健
康
状
態
」

「
人
柄
」「
仕
事
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
」「
年
齢
」
等
の
本
人
の
性
格

や
健
康
状
態
を
あ
げ
る
企
業
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
業
種
別
で
は
、「
繊
維
・
衣
服
」
は
「
健
康
状
態
」
や

「
意
欲
・
や
る
気
」
と
同
じ
く
「
技
能
レ
ベ
ル
」
や
「
実
務
経
験
年

数
」
を
重
視
す
る
と
い
う
回
答
が
他
業
種
と
比
べ
て
多
〉
17
〈

い
。
さ
ら

に
、
技
能
実
習
生
に
求
め
る
技
能
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
の
設
〉
18
〈問

は
、
全

体
（
回
答
数
九
七
七
四
）
で
は
「
一
人
前
の
技
能
を
持
っ
た
日
本
人

の
五
〜
六
割
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
」（
二
六
・三
％
）、「
七
〜
八
割
く
ら

い
の
レ
ベ
ル
」（
二
五
・三
％
）
の
回
答
比
率
が
高
い
。
業
種
別
で
み

る
と
、
と
く
に
「
繊
維
・
衣
服
」
で
は
「
一
人
前
の
技
能
を
持
っ
た

日
本
人
従
業
員
と
同
等
か
そ
れ
以
上
の
レ
ベ
ル
」
の
割
合
が
半
数
を

超
え
、
高
い
技
能
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
〉
19
〈

る
。

　

以
上
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
﹇2016

﹈
の
調
査
結
果
で

は
、
技
能
実
習
生
に
対
し
て
企
業
が
求
め
る
技
術
レ
ベ
ル
は
業
種
に

よ
っ
て
特
徴
が
あ
り
、
な
か
で
も
、「
繊
維
・
衣
服
」
分
野
の
企
業

は
、
長
い
就
業
経
験
を
有
し
、
日
本
人
従
業
員
と
同
等
の
技
術
を

持
っ
て
い
る
即
戦
力
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、
こ
う

し
た
受
け
入
れ
企
業
側
か
ら
の
様
々
な
要
望
に
基
づ
き
、
実
際
に
日

本
へ
技
能
実
習
生
派
遣
を
行
っ
て
い
る
企
業
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
か
、
中
国
の
派
遣
企
業
の
事
例
か
ら
考
察
す
る
。

表４　技能実習生に求める技能レベル（業種別）

回答数
合計

構成比
（％）

一人前の
技能を持 
った日本
人従業員
の３割未
満

一人前の
技能を持 
った日本
人従業員
の3‒4割

一人前の
技能を持 
った日本
人従業員
の5‒6割

一人前の
技能を持 
った日本
人従業員
の7‒8割

一人前の
技能を持 
った日本
人従業員
と同等以
上

無
回
答

合　計 9,438 100.0 1.9 3.5 15.0 42.0 35.4 2.1

農業 2,151 100.0 1.6 2.0 12.4 39.4 42.1 2.5
漁業 129 100.0 1.6 4.7 10.1 49.6 32.6 1.6

建設 887 100.0 5.0 8.6 26.9 42.1 12.9 4.6

食品 967 100.0 0.8 1.6 9.3 46.4 40.5 1.3

繊維・衣服 1,970 100.0 0.7 1.5 6.6 35.9 53.5 1.8

機械・金属 1,592 100.0 2.5 6.0 21.0 44.9 23.9 1.6
その他 1,742 100.0 2.4 3.8 19.7 46.4 26.1 1.5

出所：労働政策研究・研修機構［2016: 158］より筆者作成。
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三
　
中
国
の
技
能
実
習
生
派
遣
企
業
に
お
け
る 

日
本
向
け
派
遣
の
実
態
│
│
江
蘇
省
Ａ
社
の
事
例

㈠
　
調
査
企
業
の
概
要

　
調
査
対
象
企
業
の
江
蘇
省
Ａ
社
は
、
二
〇
一
四
年
三
月
に
設
立
さ

れ
た
技
能
実
習
生
の
送
り
出
し
機
関
で
あ
り
、
派
遣
前
教
育
等
を
実

施
す
る
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
有
し
て
い
〉
20
〈

る
。
Ａ
社
は
、
二
〇
一
九

年
八
月
調
査
時
点
で
、
約
六
〇
〇
人
の
海
外
へ
の
派
遣
実
績
が
あ

る
。
調
査
時
点
で
は
、
派
遣
先
は
日
本
の
技
能
実
習
生
の
み
で
、
日

本
側
の
二
つ
の
監
理
団
体
（
Ｑ
組
合
（
北
陸
）、
Ｒ
組
合
（
関
西
））

と
提
携
し
て
、
中
小
企
業
約
三
〇
社
へ
、
年
間
約
八
〇
名
の
派
遣
を

行
っ
て
い
る
。
派
遣
先
は
、
北
陸
地
方
が
中
心
で
あ
る
た
め
、
福
井

県
に
Ａ
社
駐
在
員
が
常
駐
し
、
実
習
生
の
管
理
を
行
っ
て
い
〉
21
〈

る
。

　
Ｑ
組
合
を
通
じ
て
、
石
川
、
富
山
、
福
井
、
群
馬
へ
年
間
約
六
〇

人
を
派
遣
し
て
い
る
。
主
な
派
遣
先
は
、
縫
製
、
カ
ー
テ
ン
製
造
、

織
布
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
型
、
鉄
鋼
の
中
小
企
業
で
あ
る
。
六
〇
人

の
う
ち
、
男
性
は
一
〇
名
、
女
性
は
五
〇
名
で
、
女
性
の
八
割
は
、

縫
製
業
、
カ
ー
テ
ン
製
造
分
野
へ
派
遣
し
て
い
る
。
縫
製
業
や
カ
ー

テ
ン
製
造
、
織
布
関
係
へ
派
遣
す
る
場
合
は
、
一
定
の
経
験
、
技
術

を
有
し
て
い
る
実
習
生
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
い
う
。
Ｒ
組
合
は
、

主
に
京
都
、
大
阪
の
中
小
企
業
（
金
属
加
工
）
へ
年
間
約
二
〇
人
を

派
遣
し
て
い
る
。

　
実
習
生
の
年
齢
は
、
作
業
経
験
、
熟
練
度
が
重
視
さ
れ
る
縫
製
や

織
布
は
年
齢
が
高
く
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
型
や
鉄
鋼
は
比
較
的
若
年

層
で
あ
る
。
男
女
別
で
は
、
女
性
の
実
習
生
は
、
主
に
二
五
歳
か
ら

四
五
歳
の
子
供
有
り
の
既
婚
者
が
九
割
で
、
一
八
〜
二
〇
歳
の
未
婚

者
が
一
割
と
い
う
。
縫
製
は
三
五
歳
か
ら
四
〇
歳
が
多
く
、
織
布
は

四
〇
歳
前
後
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
男
性
は
、
二
〇
代
か
ら

三
〇
代
が
主
で
、
独
身
者
が
多
い
。
ま
た
、
学
歴
は
、
中
学
卒
業
程

度
の
学
歴
が
主
で
、
高
校
卒
業
レ
ベ
ル
が
、
一
〜
二
割
と
な
っ
て
い

る
。
全
員
が
農
村
戸
籍
者
で
あ
る
が
、
農
業
経
験
は
ほ
ぼ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
二
〇
一
九
年
八
月
時
点
で
、
Ａ
社
は
、
Ｑ
組
合
、

Ｒ
組
合
を
合
わ
せ
て
、
年
間
八
〇
人
程
度
派
遣
し
て
い
る
。
二
〇
一

七
年
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
年
間
一
〇
〇
名
派
遣
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
派
遣
人
数
は
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
Ｑ
組
合
を

通
じ
て
派
遣
し
て
い
た
鉄
鋼
関
連
企
業
へ
の
派
遣
が
、
ベ
ト
ナ
ム
人

実
習
生
へ
と
代
わ
っ
た
た
め
、
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
Ｒ
組

合
向
け
の
派
遣
に
つ
い
て
も
、
金
属
加
工
分
野
に
お
い
て
ベ
ト
ナ
ム

人
派
遣
が
増
加
し
て
お
り
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
お
い
て
Ａ
社

の
派
遣
は
縮
小
す
る
可
能
性
が
高
い
と
い
〉
22
〈

う
。

㈡
　
技
能
実
習
希
望
者
の
募
集
方
法
と
派
遣
費
用

⑴　
募
集
方
法

　
日
本
へ
の
実
習
希
望
者
の
募
集
方
法
に
つ
い
て
は
、
Ａ
社
は
、
自

社
で
は
直
接
募
集
を
行
わ
ず
、
主
に
五
つ
の
派
遣
会
社
と
提
携
し
、
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人
材
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
。
近
年
、
実
習
希
望
者
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、
江
蘇
省
以
外
の
地
域
の
人
材
派
遣
会
社
と
も
提
携
し
て
、
受

け
入
れ
企
業
の
希
望
に
合
致
す
る
人
材
募
集
を
行
っ
て
い
〉
23
〈

る
。
提
携

し
て
い
る
派
遣
会
社
は
、
江
蘇
省
、
江
西
省
、
浙
江
省
、
河
南
省
、

山
東
省
と
広
範
囲
に
わ
た
る
。
こ
れ
ら
の
人
材
派
遣
企
業
は
、
海
外

へ
の
派
遣
の
資
格
は
有
し
て
お
ら
ず
、
国
内
の
人
材
募
集
の
み
の
資

格
を
有
し
て
い
る
。
各
提
携
派
遣
会
社
は
、
地
元
の
テ
レ
ビ
や
新
聞

広
告
、
実
習
経
験
者
の
紹
介
等
様
々
な
ル
ー
ト
を
使
っ
て
、
人
材
を

集
め
て
い
る
。
Ａ
社
は
、
募
集
人
数
、
職
種
、
技
術
レ
ベ
ル
、
面
接

予
定
日
等
を
各
提
携
派
遣
企
業
に
指
示
し
、
候
補
者
を
選
抜
す
る
。

日
本
側
の
組
合
、
受
け
入
れ
企
業
の
面
接
は
、
Ａ
社
で
実
施
す
る
。

そ
の
後
、
面
接
合
格
者
は
、
Ａ
社
の
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
派
遣
前
教
育

を
受
け
る
。
Ａ
社
は
ビ
ザ
申
請
な
ど
必
要
な
手
続
き
、
書
類
の
作
成

を
行
う
。

　
Ａ
社
は
、
提
携
派
遣
企
業
に
対
し
て
、
日
本
へ
実
習
生
派
遣
が
成

功
し
た
際
は
、
募
集
の
手
数
料
と
し
て
実
習
生
一
人
当
た
り
一
万
一

〇
〇
〇
元
（
約
一
七
万
六
〇
〇
〇
円
）
を
支
払
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
後
述
す
る
が
、
実
習
生
が
支
払
う
手
数
料
三
万
六
〇
〇
〇
元

（
約
五
七
万
六
〇
〇
〇
円
）
の
約
三
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
で
あ

る
。
し
か
し
、
人
材
の
募
集
は
よ
り
難
し
く
な
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
、
実
習
生
の
地
元
の
状
況
は
、
Ａ
社
で
は
把
握
が
困
難
な
た
め
、

実
際
に
募
集
を
行
う
派
遣
企
業
と
の
連
携
は
欠
か
せ
な
い
と
い
う
。

ま
た
、
二
〇
一
二
年
頃
は
、
実
習
生
が
負
担
す
る
派
遣
費
用
は
二
万

送り出し側 受け入れ側
（中国） （日本）

要望
企業側からの求人依頼

技能実習生
受け入れ企業

人材派遣

人材派遣
技能実習生
受け入れ企業

【第一次受け入れ機関】 【第二次受け入れ機関】

【提携している地方の人材斡旋会社】

現地の技能実習希望者

監理団体
（Ｒ組合）

監理団体
（Ｑ組合）送り出し機関（Ａ社）

図２　Ａ社における派遣システム
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五
〇
〇
〇
元
で
、
そ
の
う
ち
提
携
派
遣
企
業
に
五
〇
〇
〇
元
を
支

払
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
提
携
会
社
へ
の
募
集
の
成
功
手
数
料
は
上

昇
し
て
お
り
、
募
集
自
体
が
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

⑵　
派
遣
に
関
わ
る
費
用

　
Ａ
社
か
ら
派
遣
さ
れ
る
実
習
希
望
者
は
、
一
人
当
た
り
三
万
六
〇

〇
〇
元
（
約
五
八
万
円
）
を
負
担
す
る
。
こ
の
費
用
に
は
、
ビ
ザ
の

申
請
費
用
や
飛
行
機
代
、
健
康
診
断
費
用
、
派
遣
前
の
講
習
費
用
等

が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
実
習
生
が
日
本
滞
在
中
に
支
払
う
費
用

と
し
て
、
寮
費
及
び
食
費
が
あ
げ
ら
れ
る
。
寮
費
は
受
け
入
れ
先
の

企
業
に
も
よ
る
が
、
一
万
〜
一
万
五
〇
〇
〇
円
程
度
で
あ
り
、
水

道
・
光
熱
費
も
含
め
て
ひ
と
月
当
た
り
二
万
〜
二
万
五
〇
〇
〇
円
を

負
担
し
て
い
る
。

　
実
習
生
の
賃
金
は
、
基
本
給
は
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
い
が
、
残
業
時
間
の
有
無
に
よ
っ
て
月
給
は
差
が
生
じ
る
。
縫

製
、
織
布
、
溶
接
、
建
設
は
、
一
定
の
作
業
経
験
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
最
低
賃
金
の
基
本
給
水
準
で
は
、
人
を
集
め
る
の
は
難
し
い
。

そ
の
た
め
、
Ａ
社
は
そ
れ
ら
の
業
種
へ
の
派
遣
は
、
残
業
が
あ
る
程

度
見
込
め
る
企
業
に
派
遣
し
て
い
る
と
い
〉
24
〈

う
。
Ａ
社
は
、
日
本
側
受

け
入
れ
組
合
（
監
理
団
体
）、
企
業
と
中
国
に
お
け
る
業
種
別
の
賃

金
や
就
業
状
況
、
物
価
上
昇
等
を
説
明
し
、
実
習
生
の
給
与
に
つ
い

て
細
か
く
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
る
。
ま
た
、
実
習
生
に
対
し
て
も

就
業
条
件
に
つ
い
て
派
遣
前
に
説
明
を
行
う
。
賃
金
水
準
は
不
満
の

元
に
な
り
、
派
遣
後
の
途
中
帰
国
等
に
つ
な
が
る
た
め
、
対
策
を
講

じ
て
い
る
と
い
え
〉
25
〈

る
。

　
次
に
、
実
習
生
と
受
け
入
れ
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
対
策
と
し
て

派
遣
前
教
育
、面
接
・
採
用
試
験
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

㈢
　
Ａ
社
に
お
け
る
技
能
実
習
生
と 

日
本
側
受
け
入
れ
企
業
側
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
対
策

⑴　
派
遣
前
教
育

　
Ａ
社
で
は
、
派
遣
前
教
育
と
し
て
、
基
本
的
な
日
常
会
話
の
習
得

を
目
指
し
、
三
カ
月
の
日
本
語
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。
日
本
留
学

経
験
の
あ
る
社
員
に
よ
る
日
本
事
情
の
授
業
も
実
施
し
、
就
業
上
だ

け
で
な
く
、
生
活
の
面
で
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

滞
在
中
に
直
面
す
る
生
活
上
の
ル
ー
ル
の
違
い
な
ど
、
詳
細
に
説
明

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
実
習
生
の
家
族
も
一
緒
に
日
本
事
情
に
つ

い
て
受
講
し
、
不
安
を
取
り
除
く
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
。

　
さ
ら
に
、
Ａ
社
の
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
本
語
の
他
に
、
派
遣

先
企
業
で
必
要
な
技
術
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
縫
製
分

野
へ
の
派
遣
に
つ
い
て
は
、
カ
ー
テ
ン
の
縫
製
と
衣
料
品
の
縫
製
で

は
技
術
が
異
な
る
た
め
、
基
礎
的
な
カ
ー
テ
ン
の
縫
製
技
術
を
学
ぶ

た
め
に
、
日
本
の
受
け
入
れ
企
業
が
使
用
し
て
い
る
機
械
と
同
型
機

械
を
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
、
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
研
修
は
、
日
本
到
着
後
、
ス
ム
ー
ズ
に
実
習
を
開
始
す
る
た
め
に

重
要
と
い
え
る
。
中
国
国
内
に
お
い
て
縫
製
に
従
事
し
た
経
験
が
あ
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る
場
合
は
、
派
遣
前
の
一
カ
月
程
度
の
技
術
研
修
で
、
日
本
到
着
後

に
問
題
な
く
作
業
が
開
始
で
き
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
派
遣
前
教
育

は
、
即
戦
力
を
期
待
す
る
企
業
の
要
望
に
応
え
る
た
め
で
あ
り
、
日

本
到
着
後
の
研
修
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
と
も
い
え
、
派
遣
企
業
は

様
々
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑵　
面
接
、
採
用
試
験

　
Ａ
社
で
は
、
実
習
生
と
受
け
入
れ
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る

た
め
に
、
面
接
、
採
用
試
験
を
重
視
し
て
い
る
。
採
用
試
験
は
、
受

け
入
れ
企
業
の
要
望
に
基
づ
き
、
日
本
入
国
後
、
ス
ム
ー
ズ
に
作
業

に
入
れ
る
か
、
書
類
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
点
を
見
極
め
る
。
日
本

側
の
受
け
入
れ
企
業
と
Ａ
社
担
当
者
が
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
し
、

各
職
種
に
よ
っ
て
、
様
々
な
採
用
試
験
を
実
施
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
建
設
業
へ
の
派
遣
は
、
特
別
な
技
術
の
有
無
は
問
わ
な

い
も
の
の
、
作
業
経
験
、
高
所
で
の
作
業
が
可
能
か
ど
う
か
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
採
用
試
験
で
は
、
建
物
の
四
階
ほ
ど

の
高
さ
ま
で
足
場
を
組
み
立
て
て
登
り
、
作
業
が
で
き
る
か
ど
う
か

を
実
施
し
て
い
る
。

　
縫
製
は
、
受
け
入
れ
企
業
が
実
際
に
製
造
し
て
い
る
製
品
及
び
実

習
生
が
従
事
す
る
作
業
内
容
を
も
と
に
採
用
試
験
を
実
施
す
る
。
企

業
に
よ
っ
て
、
ラ
イ
ン
生
産
の
人
員
が
必
要
な
ケ
ー
ス
、
一
人
で
製

品
を
一
枚
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
が
必
要
な
ケ
ー
ス
、
三
人

で
一
枚
を
作
る
こ
と
の
で
き
る
技
術
レ
ベ
ル
を
求
め
る
ケ
ー
ス
な
ど

作
業
内
容
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
企
業
の
要
望
に
基
づ

き
、
採
用
試
験
を
実
施
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
一
人
で
製
造
す

る
企
業
で
は
、
採
用
試
験
で
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
一
枚
作
成
す
る
試
験
を

行
う
。
ワ
ン
ピ
ー
ス
や
ス
カ
ー
ト
、
ズ
ボ
ン
な
ど
、
各
企
業
で
実
際

に
従
事
す
る
内
容
の
衣
類
を
そ
の
場
で
作
成
し
、
判
断
す
る
。
縫
製

の
作
業
工
程
の
ど
の
部
分
の
人
材
が
必
要
か
、
全
て
一
人
で
担
当
可

能
な
人
材
か
、
一
部
の
工
程
を
担
う
人
材
で
よ
い
の
か
に
よ
っ
て
、

試
験
内
容
は
異
な
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
は
、
募
集
要
項
に
お
い
て
、

中
国
で
の
縫
製
経
験
、
サ
ン
プ
ル
製
造
経
験
が
必
要
か
、
ラ
イ
ン
製

造
経
験
、
ポ
ケ
ッ
ト
、
袖
付
け
の
経
験
が
あ
る
か
否
か
な
ど
、
詳
細

に
掲
示
し
て
い
〉
26
〈
る
。

　
次
に
、
織
布
分
野
で
は
、
織
機
を
管
理
し
な
が
ら
、
糸
が
切
れ
た

場
合
は
、
手
早
く
糸
を
繋
げ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
採
用
試

験
で
は
、
一
分
間
に
切
れ
た
糸
を
い
く
つ
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か

を
見
〉
27
〈

る
。
こ
う
し
た
個
人
の
適
性
を
見
極
め
、
各
々
に
適
し
た
派
遣

先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
、
派
遣
後
に
作
業
内
容
に
慣
れ
る
こ
と
が
で

き
ず
、
途
中
帰
国
を
防
ぐ
た
め
に
も
重
要
と
い
う
。

　
以
上
、
Ａ
社
に
お
け
る
マ
ッ
チ
ン
グ
対
策
を
見
て
き
た
。
Ａ
社
で

は
、
受
け
入
れ
企
業
側
の
要
望
を
取
り
入
れ
、
き
め
細
や
か
な
マ
ッ

チ
ン
グ
対
策
や
派
遣
前
教
育
・
研
修
、
採
用
試
験
を
実
施
し
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
企
業
活
動
は
、
日
本
側
の
実
習
生
受
け
入
れ
企
業
に

と
っ
て
は
、
来
日
後
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
、
日
本
で
行
う
研
修
の
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
と
い
え
る
。
実
習
生
本
人
に
と
っ
て
も
、
事
前
研
修

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
到
着
後
に
行
う
作
業
が
把
握
し
や
す
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い
。
外
国
で
就
業
す
る
こ
と
へ
の
安
心
感
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
派
遣
企
業
に
お
い
て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
多
様
な
国
か

ら
の
実
習
生
が
増
え
、
送
り
出
し
国
・
企
業
間
の
競
争
が
激
し
く
な

る
状
況
下
で
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
業
務
は
、
派
遣
企
業
の
一
つ
の

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
も
捉
え
ら
れ
る
が
、
結
果
と
し
て
、
実
習
生

派
遣
に
関
わ
る
関
係
者
（
実
習
生
本
人
、
受
け
入
れ
企
業
、
派
遣
企

業
）
各
々
に
利
益
を
も
た
ら
し
、
制
度
の
円
滑
な
運
用
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め

　

本
稿
で
は
、
中
国
か
ら
の
技
能
実
習
生
及
び
派
遣
企
業
に
注
目

し
、
江
蘇
省
派
遣
企
業
で
実
施
し
た
調
査
結
果
か
ら
、
技
能
実
習
生

の
派
遣
シ
ス
テ
ム
、
就
業
実
態
等
の
考
察
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
﹇2016

﹈
の
調
査
結
果
か

ら
、
日
本
側
の
受
け
入
れ
企
業
が
実
習
生
に
求
め
る
技
能
は
、
業
種

に
よ
っ
て
特
徴
が
あ
り
、
と
く
に
、「
繊
維
・
衣
服
」
分
野
で
は
、

技
能
を
必
要
と
す
る
企
業
が
多
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
Ａ
社
の
事
例

か
ら
も
縫
製
業
や
織
布
関
連
企
業
に
お
い
て
は
、
一
定
の
熟
練
度
が

募
集
の
要
件
に
な
っ
て
い
た
が
、
一
方
で
、
中
国
国
内
で
の
人
材
募

集
は
よ
り
困
難
な
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
Ａ
社
は
、
所
在
地
で
あ
る
江
蘇
省
内
で
実
習
希
望
者
の
募
集
が
困

難
に
な
る
な
か
、
省
を
越
え
て
派
遣
企
業
と
提
携
し
、
募
集
範
囲
を

広
げ
、
企
業
の
求
め
る
条
件
に
合
致
す
る
人
材
を
集
め
て
い
た
。
受

け
入
れ
企
業
側
と
賃
金
や
就
業
条
件
の
面
で
交
渉
し
、
実
習
生
本
人

に
も
事
前
に
就
業
条
件
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
い
た
。
さ
ら

に
、
企
業
側
の
要
望
を
勘
案
し
、
派
遣
前
教
育
、
面
接
・
採
用
試
験

等
を
実
施
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
対
策
を
実
施
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
派

遣
に
関
わ
る
一
連
の
業
務
は
、
受
け
入
れ
企
業
側
の
要
望
に
応
え
て

い
る
一
方
で
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
回
避
に
よ
り
、
途
中
帰
国
や
失
踪
の

重
大
な
問
題
を
未
然
に
防
ぎ
、
Ａ
社
の
派
遣
企
業
と
し
て
の
業
績
を

維
持
し
て
い
る
側
面
も
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
実
習
生
本
人
、
受
け

入
れ
企
業
、
派
遣
企
業
の
各
々
に
利
益
を
も
た
ら
し
、
円
滑
な
派
遣

シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
実
現
し
て
い
た
。
Ａ
社
の
事
例
は
、
優
良
な
派

遣
企
業
の
限
定
的
な
事
例
と
い
え
る
が
、
安
定
的
な
派
遣
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
上
で
、
派
遣
企
業
が
果
た
す
役
割
の
一
端
を
示
し
て
い

る
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
Ａ
社
の
派
遣
先
企
業
の
事
例
か
ら
、
縫
製
や
織
布
の
企
業

に
お
い
て
、
生
産
性
を
重
視
し
て
い
る
企
業
は
、
就
業
経
験
を
有
す

る
中
国
人
実
習
生
を
受
け
入
れ
、
そ
う
で
な
い
企
業
は
、
作
業
経
験

を
有
し
な
い
ベ
ト
ナ
ム
人
実
習
生
へ
と
移
行
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、

生
産
性
を
重
視
し
、
実
習
生
の
技
能
レ
ベ
ル
に
相
応
し
た
賃
金
を
支

払
う
経
営
基
盤
を
持
つ
企
業
は
、
作
業
効
率
の
高
い
実
習
生
を
採
用

し
て
い
た
と
い
え
る
。
今
後
、
中
国
出
身
の
技
能
実
習
生
は
、
よ
り

熟
練
や
経
験
を
必
要
と
す
る
受
け
入
れ
先
に
特
化
す
る
可
能
性
が
う

か
が
え
る
。
他
方
で
、
技
能
レ
ベ
ル
や
就
業
経
験
は
重
視
せ
ず
、
最
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低
賃
金
を
基
本
と
す
る
受
け
入
れ
先
は
、
実
習
生
の
出
身
国
の
賃
金

水
準
が
よ
り
低
い
国
か
ら
の
派
遣
へ
と
切
り
替
わ
っ
て
い
く
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

　
現
在
、
日
本
は
人
手
不
足
が
深
刻
な
産
業
界
か
ら
の
要
請
を
背
景

に
、
技
能
実
習
生
を
含
め
た
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
を
拡
大
す

る
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。
技
能
実
習
制
度
は
、
海
外
へ
の
技
術
移

転
を
目
的
と
す
る
た
め
、
実
習
実
施
職
種
は
定
め
ら
れ
て
お
り
、
一

九
九
三
年
の
制
度
開
始
当
初
は
、
製
造
業
、
建
設
業
を
中
心
に
一
七

職
種
が
指
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
農
業
や
漁
業
等
も
加

わ
り
、
二
〇
二
〇
年
二
月
時
点
で
、
八
二
職
種
一
四
六
作
業
に
拡
大

し
て
い
る
。
深
刻
な
労
働
力
不
足
の
業
種
が
次
々
に
追
加
さ
れ
、
受

け
入
れ
領
域
は
拡
大
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
一

九
年
か
ら
開
始
し
た
新
た
な
在
留
資
格
「
特
定
技
能
」
で
は
、
滞
在

可
能
な
期
間
は
長
期
化
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
に
関
し
て
滞
在
期
間
の

長
期
化
や
就
労
可
能
な
分
野
の
拡
大
等
の
動
き
が
あ
る
一
方
で
、
外

国
人
労
働
者
の
側
に
立
っ
た
制
度
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
は
未
だ

遅
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
中
国
か
ら
の
技
能
実
習
生
の
多
く

は
、
海
を
渡
っ
た
農
民
工
で
あ
る
。
彼
ら
の
就
業
を
取
り
巻
く
中
国

国
内
の
状
況
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
さ
ら
に
、
実
習
生
本
人
も

世
代
交
代
を
経
て
、
海
外
で
の
就
労
に
対
す
る
意
識
は
大
き
く
変
化

し
て
い
る
。
技
能
実
習
生
の
中
に
は
、
貯
蓄
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

海
外
で
の
生
活
や
異
文
化
体
験
、
日
本
語
の
習
得
を
目
的
と
す
る
場

合
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
民
工
荒
」

発
生
の
背
景
は
、
出
稼
ぎ
先
で
の
賃
金
水
準
や
労
働
条
件
、
生
活
環

境
等
が
、
彼
ら
の
条
件
に
満
た
ず
、
他
地
域
で
の
就
労
と
の
比
較

で
、
出
稼
ぎ
先
と
し
て
選
ば
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

日
本
の
技
能
実
習
派
遣
も
基
本
的
に
は
同
様
の
構
図
で
、
技
能
実
習

生
と
し
て
日
本
へ
の
派
遣
を
選
ぶ
か
中
国
国
内
で
の
出
稼
ぎ
を
選
ぶ

か
は
、
農
民
工
の
ニ
ー
ズ
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
ど
ち
ら
が
合
致

し
、
よ
り
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
か
に
よ
っ
て
選
択
す
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

　
今
後
、
日
本
で
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
を
拡
大
し
て
い
く
な

ら
ば
、
魅
力
あ
る
就
労
先
と
な
る
た
め
に
、
適
正
な
労
働
条
件
の
実

施
に
加
え
、福
利
厚
生
や
労
働
環
境
、日
本
語
教
育
の
充
実
、生
活
環

境
の
整
備
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
は
喫
緊
の
課
題
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
送
り
出
し
側
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
視
点
を
持
つ

こ
と
が
重
要
と
い
え
る
。
福
利
厚
生
や
日
本
語
教
育
、
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
充
実
等
は
、
受
け
入
れ
企
業
の
み
で
担
う
の
は
困
難
と
い
え
、

政
府
や
企
業
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
課
題
と
し
て

あ
げ
ら
れ
る
。
日
本
が
持
続
的
に
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
て
い

く
に
は
、
外
国
人
労
働
者
の
視
点
に
立
っ
た
政
策
及
び
彼
ら
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
が
不
可
欠
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

〔
付
記
〕　

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
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ber JP16K
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の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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注〈
1
〉 
上
林
﹇2015

﹈
は
、
中
国
の
労
務
輸
出
政
策
と
受
け
入
れ
側
の

日
本
の
技
能
実
習
制
度
と
の
間
に
は
、「
労
働
者
の
供
給
と
需
要
を

め
ぐ
っ
て
相
互
に
依
存
関
係
に
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
上
林

﹇2015: 266
﹈
よ
り
引
用
。

〈
2
〉 

西
野
﹇2008
﹈
参
照
。

〈
3
〉 

農
業
分
野
の
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
受
け
入

れ
農
家
、
農
協
に
関
す
る
事
例
研
究
が
多
い
。
堀
口
﹇2017

﹈
は
、

農
業
に
お
け
る
技
能
実
習
生
の
役
割
、
規
模
の
拡
大
に
つ
い
て
、
主

な
産
地
で
の
技
能
実
習
生
導
入
に
関
す
る
調
査
事
例
、
送
り
出
し
地

域
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
し
、北
倉
・
池
田
・
孔
﹇2006

﹈
で
は
、労

働
力
不
足
の
北
海
道
農
業
を
支
え
る
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
実
態

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
寒
冷
地
農
業
で
あ
る
た
め
、
短
期
受
け
入
れ

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
宮
入
﹇2015

﹈
は
、

北
海
道
の
四
つ
の
農
協
を
事
例
に
、
調
査
対
象
農
協
で
は
、
実
習
生

の
受
け
入
れ
を
前
提
に
し
た
産
地
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
点
、
調
査

対
象
農
協
の
監
理
団
体
と
し
て
一
定
の
義
務
を
果
た
し
、
実
習
生
の

受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

〈
4
〉 

上
林
﹇2015: 169

﹈
よ
り
引
用
。
ま
た
、「
実
態
と
し
て
中
国

農
民
工
へ
の
日
本
で
の
就
業
機
会
提
供
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
る

な
ら
ば
、
制
度
に
つ
い
て
は
技
術
移
転
と
い
う
性
格
よ
り
も
、
労
働

者
受
け
入
れ
制
度
と
い
う
性
格
か
ら
分
析
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
」﹇
上
林 2015: 191

﹈
と
指
摘
し
て
い
る
。

〈
5
〉 

技
能
実
習
制
度
に
つ
い
て
、
劉
興
花
・
王
勇
﹇2018

﹈
は
、
日

本
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
中
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
に
つ
い
て

比
較
、
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
地
域
も
中
国
出
身
労
働
者

は
低
熟
練
労
働
力
と
し
て
の
受
け
入
れ
は
共
通
し
て
い
る
が
、
韓

国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
「
労
働
者
」
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
一
方

で
、
日
本
で
は
「
研
修
生
」
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
点
を
指
摘

し
、
労
働
者
の
正
当
な
権
利
と
利
益
の
保
護
の
点
か
ら
、
制
度
上
の

問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

〈
6
〉 

「
特
定
技
能
」
は
、「
特
定
技
能
１
号
」「
特
定
技
能
２
号
」
の

二
種
類
が
有
り
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
と
な
る
技
能
水
準
や
対
象
業
種
、

日
本
に
滞
在
で
き
る
期
間
が
異
な
る
。

〈
7
〉 

「
特
定
技
能
１
号
」
の
資
格
取
得
は
、
二
つ
の
ル
ー
ト
が
あ

り
、
一
つ
は
日
本
語
試
験
と
技
能
試
験
の
合
格
、
も
う
一
つ
は
、
三

年
以
上
の
技
能
実
習
経
験
が
あ
れ
ば
無
試
験
で
移
行
で
き
る
。
在
留

は
通
算
五
年
ま
で
で
あ
り
、
２
号
は
高
難
度
の
技
能
試
験
に
合
格
す

る
必
要
が
あ
り
、
在
留
期
限
の
更
新
や
家
族
の
帯
同
が
可
能
で
あ

る
。

〈
8
〉 

法
務
省
の
『
在
留
外
国
人
統
計
』
参
照
。

〈
9
〉 

厚
生
労
働
省
『
外
国
人
雇
用
状
況
の
届
出
状
況
』
参
照
。
外
国

人
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
数
は
二
四
万
二
六
〇
八
カ
所

（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
末
時
点
）、
前
年
よ
り
一
二
・
一
％
増
加
し

た
。
二
〇
〇
七
年
に
届
け
出
が
義
務
化
さ
れ
て
以
降
、
外
国
人
を
雇

用
し
て
い
る
事
業
所
数
及
び
外
国
人
労
働
者
と
も
に
過
去
最
高
を
更

新
し
て
い
る
。
な
お
、
法
務
省
の
「
在
留
外
国
人
統
計
」
と
厚
生
労

働
省
の
「
外
国
人
雇
用
状
況
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
方
法
で
集
計

し
て
い
る
た
め
、
人
数
は
一
致
し
な
い
。
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〈
10
〉 

厚
生
労
働
省
『
外
国
人
雇
用
状
況
の
届
出
状
況
』
参
照
。
就
労

目
的
で
の
在
留
が
認
め
ら
れ
て
い
る
「
専
門
的
・
技
術
的
分
野
」
は

全
体
の
約
二
割
に
留
ま
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
丹
野

﹇2017
﹈
は
「
労
働
者
と
し
て
受
け
入
れ
た
の
で
は
な
い
人
が
労
働

力
化
し
て
日
本
の
労
働
市
場
が
満
た
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
」

﹇
丹
野 2017: 8 4
﹈
と
指
摘
し
て
い
る
。

〈
11
〉 

軍
司
﹇2017: 219
﹈。

〈
12
〉 

こ
の
資
料
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
が
厚
生
労
働
省
か
ら
の
委
託
事
業

と
し
て
技
能
実
習
２
号
へ
の
移
行
評
価
の
デ
ー
タ
を
取
り
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
技
能
実
習
法
の
施
行
に
と
も
な
い
、
こ
の
委
託
事
業

は
二
〇
一
七
年
度
末
で
終
了
し
た
。
二
〇
一
七
年
度
の
同
統
計
は
、

二
〇
一
六
年
度
と
集
計
期
間
が
異
な
る
た
め
、
こ
こ
で
は
二
〇
一
六

年
度
統
計
を
使
用
す
る
。
詳
し
く
は
『
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
白
書
』
二
〇
一

八
年
度
版
、
四
〇
頁
参
照
。

〈
13
〉 

筆
者
が
二
〇
一
七
年
四
月
及
び
二
〇
一
九
年
一
二
月
に
愛
知
県

知
多
市
の
織
布
企
業
で
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
技
術
レ
ベ
ル
や
労

働
に
対
す
る
意
識
の
面
か
ら
、
中
国
か
ら
の
技
能
実
習
生
の
受
け
入

れ
を
継
続
す
る
意
向
を
示
し
て
い
た
。
調
査
対
象
企
業
で
は
、
一
〇

年
以
上
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
送
り
出
し
地
域
は
中
国
か

ら
ベ
ト
ナ
ム
、
そ
の
後
、
中
国
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。
変
更
の
要

因
や
経
緯
に
つ
い
て
の
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
。

〈
14
〉 

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
﹇2016: 131

﹈
参
照
。
こ
の
調
査

は
、
実
習
実
施
機
関
（
事
業
所
、
企
業
）
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
あ
り
、
調
査
票
数
九
九
〇
九
（
回
収
票
数
、
回
収
率

四
四
・
二
％
）、
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
状
況
（
受
け
入
れ
開
始

年
、
受
け
入
れ
理
由
、
送
り
出
し
国
・
地
域
、
選
抜
の
際
に
重
視
す

る
条
件
）、
技
能
実
習
生
の
配
置
や
処
遇
（
実
習
生
が
担
当
す
る
仕

事
・
作
業
の
レ
ベ
ル
、賃
金
、技
能
検
定
の
受
検
状
況
）、
日
本
人
労

働
者
に
対
す
る
影
響
等
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

〈
15
〉 

受
け
入
れ
理
由
は
「
途
上
国
へ
の
技
術
・
技
能
移
転
な
ど
、
国

際
貢
献
の
た
め
」「
海
外
進
出
や
現
地
生
産
に
役
立
て
る
た
め
」「
他

の
人
材
に
比
べ
て
技
能
実
習
生
の
コ
ス
ト
が
安
い
か
ら
」「
即
戦
力

と
な
る
技
能
や
経
験
を
持
っ
て
い
る
か
ら
」「
日
本
語
の
研
修
を
受

け
て
い
る
か
ら
」「
日
本
人
従
業
員
を
募
集
し
て
も
応
募
が
な
い
か

ら
」「
日
本
人
従
業
員
を
採
用
し
て
も
定
着
が
悪
い
か
ら
」「
若
年
労

働
力
を
確
保
す
る
た
め
」「
日
本
人
従
業
員
の
雇
用
調
整
を
回
避
す

る
た
め
」「
繁
忙
期
の
残
業
や
休
日
出
勤
に
対
応
す
る
た
め
」「
一
定

の
人
数
の
労
働
者
を
一
定
期
間
確
保
で
き
る
か
ら
」
の
設
問
か
ら
回

答
を
得
て
い
る
。
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
﹇2016: 136

﹈
参

照
。

〈
16
〉 

調
査
で
は
、
技
能
実
習
選
抜
の
要
件
に
つ
い
て
一
三
項
目
か
ら

多
重
回
答
形
式
で
回
答
を
得
て
い
る
（N

=9746

）。「
意
欲
、
や
る

気
」（
七
六
・
八
％
）、「
健
康
状
態
」（
六
七
・
五
％
）、「
人
柄
」（
五

八
・
四
％
）、「
仕
事
へ
の
取
組
み
姿
勢
」（
五
一
・
九
％
）、「
年
齢
」

（
四
一
・八
％
）、「
性
別
」（
四
一
・五
％
）、「
技
能
レ
ベ
ル
」（
二
七
・

〇
％
）、「
日
本
語
の
習
得
レ
ベ
ル
」（
二
三
・四
％
）、「
実
務
経
験
年

数
」（
一
四
・
〇
％
）、「
未
婚
・
既
婚
や
家
族
構
成
」（
一
一
・三
％
）、

「
最
終
学
歴
」（
三
・七
％
）、「
そ
の
他
」（
一
・五
％
）、「
特
に
要
件
は

な
い
」（
〇
・
五
％
）。
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
﹇2016: 145

﹈

よ
り
引
用
。
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〈
17
〉 

技
能
実
習
生
に
求
め
る
実
務
経
験
年
数
は
「
未
経
験
で
も
か
ま

わ
な
い
」
事
業
所
・
企
業
が
三
七
・
四
％
を
占
め
も
っ
と
も
多
い

が
、
繊
維
・
衣
服
は
、「
三
年
以
上
五
年
未
満
」
が
三
七
・
二
％
、

「
五
年
以
上
一
〇
年
未
満
」
が
二
一
・五
％
と
他
業
種
と
比
較
し
て
高

く
、
経
験
年
数
を
重
視
し
て
い
る
。
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構

﹇2016: 150
﹈
よ
り
引
用
。

〈
18
〉 

調
査
対
象
事
業
所
・
企
業
が
実
習
生
の
受
け
入
れ
に
対
し
て

「
技
能
レ
ベ
ル
」
を
要
件
と
す
る
割
合
は
三
割
弱
、「
技
能
レ
ベ
ル
」

を
も
っ
と
も
重
視
す
る
比
率
は
一
割
と
い
う
結
果
で
あ
る
。
求
め
る

技
術
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
「
一
人
前
の
技
能
を
持
っ
た
日
本
人
従
業

員
」
を
基
準
と
し
て
「
三
割
未
満
」「
三
〜
四
割
く
ら
い
」「
五
〜
六

割
く
ら
い
」「
七
〜
八
割
く
ら
い
」「
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
」
と
い
う
設

問
を
設
定
し
て
い
る
。

〈
19
〉 

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
﹇2016: 160
﹈
参
照
。

〈
20
〉 

二
〇
一
七
年
一
月
及
び
二
〇
一
九
年
八
月
に
実
施
し
た
、
中
国

技
能
実
習
生
派
遣
企
業
Ａ
社
担
当
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら
考

察
を
行
う
。
Ａ
社
は
、
政
府
機
関
及
び
関
連
す
る
派
遣
企
業
の
出
身

者
が
経
営
を
行
っ
て
い
る
。
元
の
所
属
先
で
あ
っ
た
派
遣
企
業
が
日

本
向
け
実
習
生
派
遣
事
業
を
縮
小
し
た
た
め
、
Ａ
社
は
事
業
を
引
き

継
ぐ
形
で
開
始
し
た
。
日
本
の
受
け
入
れ
企
業
か
ら
の
要
望
が
あ
っ

た
と
い
う
。
調
査
時
点
で
、
元
の
派
遣
企
業
も
含
め
、
約
二
〇
年
継

続
的
に
送
り
出
し
を
行
っ
て
い
る
日
本
側
の
企
業
も
あ
る
。
Ａ
社
の

派
遣
先
は
全
て
日
本
の
実
習
生
派
遣
で
あ
る
。
以
前
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
等
に
派
遣
し
て
い
た
が
、
利
益
が
出
な
い
た
め
日
本
の
み
の
派
遣

に
な
っ
た
と
い
う
。

〈
21
〉 

Ａ
社
駐
在
員
は
、
受
け
入
れ
企
業
三
〇
社
を
定
期
的
に
訪
問

し
、
実
習
生
の
日
本
語
の
サ
ポ
ー
ト
や
心
の
ケ
ア
、
生
活
ル
ー
ル
の

指
導
等
を
行
っ
て
い
る
。

〈
22
〉 

ベ
ト
ナ
ム
（
ハ
ノ
イ
市
）
の
平
均
賃
金
は
、
四
四
二
万
ド
ン

（
約
二
万
七
七
四
円
、
一
ド
ン
＝
約
〇
・
〇
〇
四
七
円
、
ハ
ノ
イ
市
等

の
「
地
域
１
」
の
水
準
）。
ジ
ェ
ト
ロ
「
ビ
ジ
ネ
ス
短
信
」
二
〇
一

九
年
一
一
月
二
一
日
参
照
、https://www.jetro.go.jp/biznews/201

9/11/95cbe9af10177409.htm

（
二
〇
二
〇
年
五
月
二
八
日
最
終
閲

覧
）。
中
国
の
最
低
賃
金
は
、
上
海
市
二
四
八
〇
元
（
約
四
万
円
、

二
〇
一
九
年
四
月
発
行
）、
深
圳
市
二
二
〇
〇
元
（
約
三
万
五
〇
〇

〇
円
、
二
〇
一
八
年
八
月
発
行
）
で
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
（
ハ
ノ
イ

市
）
と
約
二
倍
の
差
が
あ
る
。
日
中
経
済
協
会
『
中
国
経
済
デ
ー
タ

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
二
〇
一
九
年
版
、
九
五
頁
参
照
。

〈
23
〉 

二
〇
〇
七
年
頃
は
募
集
人
数
の
約
三
倍
程
度
の
人
数
が
集
ま
っ

た
が
、
二
〇
一
〇
年
頃
に
は
約
二
倍
の
希
望
者
に
減
り
、
二
〇
一
五

年
以
降
は
、
一
人
の
募
集
に
一
人
の
状
況
と
い
う
。

〈
24
〉 

中
国
国
内
で
、
織
布
の
労
働
者
の
賃
金
は
上
昇
し
て
い
る
た

め
、
基
本
給
に
残
業
代
が
加
算
さ
れ
な
い
場
合
、
派
遣
は
困
難
な
状

況
に
あ
る
。
受
け
入
れ
企
業
の
中
に
は
、
ボ
ー
ナ
ス
の
支
給
、
ま

た
、
寮
費
や
光
熱
費
の
負
担
を
無
料
に
し
、
手
取
り
を
増
や
す
た
め

の
努
力
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

〈
25
〉 

技
能
実
習
生
の
失
踪
者
は
、
二
〇
一
六
年
に
は
五
〇
五
八
人
で

あ
っ
た
が
、
二
〇
一
八
年
に
は
九
〇
五
二
人
に
増
加
し
て
い
る
。
失

踪
し
た
実
習
生
の
国
籍
別
の
割
合
は
、
ベ
ト
ナ
ム
五
八
〇
一
人
（
六

四
・
〇
％
）、
中
国
一
五
三
七
人
（
一
七
・
〇
％
）、
カ
ン
ボ
ジ
ア
七
五
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八
人
（
八
・
四
％
）（
二
〇
一
八
年
）。
二
〇
一
六
年
は
、
ベ
ト
ナ
ム

二
〇
二
五
人
（
四
〇
・
〇
％
）、
中
国
一
九
八
七
人
（
三
九
・
三
％
）

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
送
り
出
し
の
増
加
に
伴
い

失
踪
者
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
白
書
』

二
〇
一
九
年
度
版
参
照
。

〈
26
〉 

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
と
、
派
遣
先
の
縫
製
工
場
は
、
小
ロ
ッ
ト

生
産
が
多
く
、
作
業
内
容
が
頻
繁
に
変
更
に
な
る
た
め
、
実
習
生
は

一
定
の
技
術
が
な
い
と
対
応
は
難
し
い
と
い
う
。

〈
27
〉 

Ａ
社
の
派
遣
先
の
あ
る
織
布
関
連
企
業
で
は
、
実
習
生
は
一
人

で
基
本
的
に
は
織
機
を
一
〇
〇
台
管
理
し
、
熟
練
の
実
習
生
で
は
一

五
〇
台
を
管
理
し
て
い
る
と
い
う
。
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